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論文要旨： 
骨皮質や人工物が露出した創面は皮弁以外の方法で被覆することが困難である。特に頭部や下腿は
周囲組織の移動による閉鎖が困難なため治療に難渋することが多い。血流が豊富な膜状の組織には、浅
い順に真皮下疎結合織 subdermal areolar tissue（SAT）、浅筋膜 superficial fascia（SF）、そして深
筋膜上の疎性結合組織 perifascial areolar tissue（PAT）がある。PATは血流を改善させる手段とし
て使用されてきたが、脂肪層の下に位置するため組織採取が容易ではない。そこで本研究では、採取が
比較的容易な浅層の SATと SF を用いて創面の被覆を試み、その上に分層植皮術 split thickness skin 
graft(STSG)を行って治癒を比較した。対象は骨、腱、金属が露出した比較的小さな皮膚潰瘍患者 7例
（8 部位）である。男女比 5:2、年齢は 15-80 歳（平均 47.7 歳）であった。４例に SF を、3 例（４部
位）に SAT を使用し、その上に全例 STSGを行った。その結果、SF１部位、SAT3部位で植皮も一期的に
生着した。SF2部位、SAT1部位で追加植皮を行って閉鎖した。SF1部位では生着せず壊死となった。症
例数は少ないものの、SFと SAT ともに、特に SATが PATと同様に血流を改善して STSGによる創面被覆
に有効であることが判明した。 
 
審査過程： 
1. 本研究は症例研究であるが、医学倫理委員会の許諾を得て実施され倫理的な配慮がされている。 
2. 疎結合織（SAT、SF、PAT）の特性や採取方法について明確に説明することができた。 
3. 露出部の金属の性状や形状が生着率に影響するかという質問に的確に回答することができた。 
4. PATを用いた STSGや皮弁手術との比較について、成績を比較説明することができた。 
5. 被覆面積の大きさ制限や採取部位の質問に適切に回答することができた。 
 
価値判定：骨皮質や人工物が露出した創面の被覆は難渋することが多い。本研究は臨床研究として、真
皮下疎結合織や浅筋膜を用いて、創面の血流を改善させて分層植皮術の成功率を向上させようとする
試みである。検討症例数は少ないものの、新しい形成外科的手法として被覆困難な慢性皮膚潰瘍の治療
成績を向上させた。本研究によって得られた研究成果は、今後臨床現場で使用されるものであり、学位
論文としての価値を認める。 
 
